
項 ⽬ 内 容

名称 アサイヤシ [英]Acai Palm、Amazon Acai、Assai Palm、Cabbage Palm [学

名]Euterpe oleracea Engel

概要 アサイヤシは、アサイまたはアサイーとも呼ばれ、「AH-sigh-EE」と発⾳するよう

である。南⽶北部 (アマゾン) に分布する雌雄同種のヤシ科の植物で、細⻑く、⾼さ

が30 m以上にもなる。ひとつの⽊に3〜4房の果実 (直径1〜1.5 cmの球形) をつ

け、1房の果実の量は3〜6 kgである。未成熟時の果実は緑⾊であるが、成熟すると

紫⾊になる。果実 (アサイベリー) や果汁が飲料、酒、アイスクリーム、ゼリーなど

に利⽤されている。

法規・制度 ■⾷薬区分

「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」にも「医薬品的効能効果を標ぼ

うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」にも該当しない。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・果⾁にはシアニジン－3－グリコシド (1,040±58.2 mg/L) 、ペラルゴニジン-3-

グリコシド (74.4±2.90 mg/L) 、フェルラ酸 (212±5.29 mg/L) 、(-)-エピカテ

キン (129±3.28 mg/L) 、没⾷⼦酸 (64.5±1.64 mg/L) 、エラグ酸 (55.4 mg/L)  

などのポリフェノールやアントシアニンが含まれる (PMID:15030208) 。

・種⼦には63〜81％のセルロースやヘミセルロースなどの繊維やプロトカテキュ酸

が含まれる。他の成分はまだ分かっていない (PMID:16756342) 。

分析法 ・種⼦をメタノールで抽出し、HPLC-MSにてプロトカテキュ酸を分析した報告があ

る (PMID:16756342) 。

・果⾁中のアントシアニンをHPLCにて分析した報告がある (PMID:15030208) 。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=15030208&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=16756342&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=16756342&dopt=Abstract
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=15030208&dopt=Abstract
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評
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循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 RCT

・過体重の男性23名 (平均46±1.9歳、イギリス) を対象とした⼆重盲検クロスオー

バー無作為化プラセボ対照試験において、⾼脂肪 (脂質50 g含有) の朝⾷ととも

に、アサイー果⾁150 g含有スムージーを単回摂取させたところ、⾎管内⽪機能

(FMD) の上昇、総酸化能の低下が認められたが、⾎圧に影響は認められず、⾷後の

インスリン濃度が増加した (PMID:27680990) 。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=27680990&dopt=Abstract
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